
 

 

知事コメント 

（路面電車南北接続の開業日並びに開業後の運行形態や運賃等の発表について） 

 

 

令 和 元 年 10 月 １ 日  

富山県知事 石井 隆一 

 

 本日発表された内容については、今後、国へ届出及び認可を

受ける必要があることから、あくまでも実施予定ということだ

が、平日の運行ダイヤにおいては、ライトレール側のすべての

電車が始発から終電まで富山地方鉄道軌道線側に直通運転され、

また、軌道線側からも、現行の運行本数を基本的には維持しつ

つ、一部の電車がライトレール側に直通運転される予定となっ

ており、南北間の利便性が高まることが期待される。 

 

 また、運賃についても、据え置きのまま全線均一とされ、定

期運賃も、ライトレール利用者の上げ幅を抑えるとともに、地

鉄の利用者に対しては引き下げとなる設定とするなど、利用し

やすい料金になるよう努力されているものと考えている。 

 

 県としては、富山市の南北一体化等のまちづくりにも大きく

寄与することから、これまでも様々な支援をしてきたところで

ある。富山市、富山地方鉄道（株）、富山ライトレール（株）に

おかれては、来年３月２１日（土）の開業に向けて、県民や観

光客の方などがより利用しやすいものとなるよう、引き続き、

心から期待している。 

 

 


